
1
リエイブルメントへの理解が進み、適切な支援やリハビ

リを受けている
施策1 介護予防・生活支援サービス事業の強化 短期集中予防型サービスの利用者数 250人 115人

2
セルフマネジメントの定着により、自立した日常生活が

継続できている
施策2 介護（予防）給付サービスの充実

短期集中予防型サービス利用者のうち幸せま

す状態になった高齢者の数
65.60% 67.76%

3
必要な支援が、地域の実情にあった活動で提供される仕

組みが整っている
施策3 サービスの安定的な提供に向けた取組

介護予防・日常生活支援総合事業における

「地域幸せます型」の団体数
45団体 36団体

施策4 地域共生社会の実現に向けた取組

施策5 地域包括支援センターの体制整備

施策6 地域ケア会議の推進

施策7 生活支援体制整備事業の推進

施策8 在宅医療の介護連携の推進

施策9 介護者への支援の充実

施策10 認知症の人と家族への支援と共生に向けた取組

施策11 高齢者の虐待防止、権利擁護の推進

施策12 高齢者の居住安定に係る施策の推進

施策13 介護予防と自立支援を促す「通いの場」の整備

施策14 実践的な社会参加の促進

施策15 介護予防と健康づくりの推進

施策16 介護予防と健康づくりの推進

施策17 支えあう地域づくりの基盤となる互助の促進
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認知症サポーター一人当たりの高齢者数

成年後見センター利用者数

　

認知症について多くの市民が理解し、見守り体制が充実

した地域になる

成年後見制度が市民に認知され、円滑に利用できる体制

が整っている

地域の拠点である地域包括支援世センターが地域住民へ

の支援を適切に行うための体制が整備されいる
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方針3

7 地域での生活支援体制が整備されている

8
通いの場参加者の健康状態を把握・分析し、サービス内

容等を検討している

3.0人 5.1人

地域包括支援センターを知っている高齢者の

割合
60%

R6.12末

データ

なし

認知症に関する相談窓口を知っている高齢者

の割合
30%

R6.12末

データ

なし

506人500人

住民主体の介護予防グループの数

通いの場において心身機能が改善した高齢者

の割合

76団体 65団体

69.50% 60.10%

2024/12月末 現在 計画進捗状況
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